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秋のやしま祭りには

多くの皆さま方にご来店頂きまして

誠にありがとうございました。

皆様に喜ばれる良い品を取り揃えた

お店作りにしてまいりたいと思います。

今後ともどうぞ宜しくお願い致します。

🌸 １２月の催事・イベント 🌸
◎ポーセラーツ教室

とき：２０日（木）

◎新春催事・・・お年玉の市

とき：2019’１月１２(土)～１４日（月）

🌸 営業日のお知らせ 🌸
１２月２６日 ･･･営業

１２月２９日～３１日･･･休業

１月１日～２日 ･･･休業

１月３日 ･･･営業

※各詳細のお問い合わせはお店まで

🌸 さくらきもの学院 🌸 詳細は事務局まで

◎HP：http://jtti.jp/sakurawasou/

◎Fb：https://www.facebook.com/sakurawasou/

🌸 レッスンのお申込受付ます♪

・マンツーマンレッスン：初等科６回

・マイアップレッスン：10000円/5回

・1dayレッスン：500円/回

◎blog：http://sakura-rarara.sblo.jp/

🌸５周年記念パーティ・修了授与式🌸

着物はエコのお手本
--------------------------------------------------

様々な分野でエコロジーが盛んに言われている時代です。消費文明の中で何でも使い捨てにされて次から次へ

と新しい物に目が移り高度成長の波にも乗り品物が溢れていた時代がここのところ何十年かありましたが、最

近では広くどの分野でも「リサイクル」そして「もったない」精神が叫ばれて、地球的規模で見直す風潮と

なってきました。

アイデｨアいろいろ
--------------------------------------------------

着物の世界でもアンティークブームが起きて昔の着物をリサイクルショップとかアンテーク着物として主に若

い人々から支持され需要のある時代になって来ました。いつの頃からか｢大正ロマン」という言葉も流行り、

ファッションとして大正時代の装いが見られたこともありました。

しかし古い着物をそのまま着るというのもいろいろな問題が生じ古めかしく難しいことも事実です。

寸法がぴったりと現代の人に合うことは難しく、生地の劣化で解くのもためらい、柄は昔のもので素敵でも仕

立て直せば色焼けキズ・シミなど悩ますこともあります。

例えば2着の古い大島で着丈がどちらも足りず、２反をミックスして一枚の着物を創るなど、袋帯や名古屋帯

に、パッチワークや小物作りにもアイデア次第で蘇ります。

着物こそ究極のエコではないでしょうか。

眠っている着物をリフォームでサイズ直しするだけではなく、リメイクすることで本来の着物の良さを活かし

生まれ変わらせる”モノづくり”が流行しています。「アッ！」と驚く生まれ変わった着物たちに注目で

す！！

もったいない精神で古い物も大事にして次の世代につなげていってください。


